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教育実習生の心理的ストレス・プロセスの縦断的分析




(平成 16年 9月 22日受理)
A longitudinal analysis of psychological stress process among student teachers.
Takeshi FURUYA??・Wakaho OTOYAMA??・Shigeki SAKATA??


























































































調査対象者 群馬大学教育学部において教育実習を履修した学生 382名（第 1次実習履修学生
272名，第 2次実習履修学生 110名）．1993年秋に実施された第 1次実習（ストレス反応のみ調査），




























































でも情動反応の生起水準が低い方から約 4分の 1のサンプルを抽出した群で、12点という基準は 18




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































変 動 因 DF  MS  F  DF  MS  F  DF  MS  F
被験者間
群 3  551.02  3.94?? 3  135.43  1.86ns  3  51.10  2.60?
誤差 229  139.81  229  72.68  195  19.68
被験者内
測定時点 4 1570.77 94.80?? 4  31.56  2.99? 2  33.99  7.45??
測定時点?群 12  798.81 48.21?? 12  80.06  7.59?? 6  24.72  5.42??
誤差（測定時点） 916  16.57  916  10.54  390  4.56
下位尺度 2  611.91 26.83?? 1  93.79  10.41??
下位尺度?群 6  38.95  1.71ns  3  10.09  1.12ns
誤差（下位尺度） 458  22.81  195  9.01
測定時点?下位尺度 8  95.50 17.55?? 2  8.40  3.03?
測定時点?下位尺度?群 24  7.59  1.39ns  6  6.64  2.40?
















業務ストレッサーは 2週目で高く 1週目と 3週目で低かったためである．最後に、測定時点と下位

























212 古 屋 健・音 山 若 穂・坂 田 成 輝
用は、2つの下位尺度の平均が直前と終了後では同水準であったのに対して、1週目から 3週目にか
けては思考力低下が侵入思考より高くなっていたためである．





こもりが直前から 3週まで同水準であったのに対して、依存は 1週目と 2週目で、対人不信は 2週
目に高くなっていたためである．













散布図を描いたものが図 4である．第 1週（図 3のA）で 14点以上の高ストレッサー╱ 36点以上
表 3 領域別二次反応尺度・身体反応得点平均の分散分析結果
A.意欲領域 B.思考領域 C.対人領域
変 動 因 DF  MS  F  DF  MS  F  DF  MS  F
被験者間
群 3  224.70  3.09? 3  166.56  2.41? 3  105.03  1.66ns
誤差 229  72.64  229  69.25  229  63.37
被験者内
測定時点 4  118.43 14.35?? 4  517.80 58.38?? 4  159.76 26.75??
測定時点?群 12  176.77 21.42?? 12  143.64 16.19?? 12  115.90 19.41??
誤差（測定時点） 916  8.25  916  8.87  916  5.97
下位尺度 2 1946.79  147.23?? 1  414.89  40.87?? 2 4718.36 197.14??
下位尺度?群 6  5.62  0.42ns  3  4.65 0・46ns  6  20.76  0.87ns
誤差（下位尺度） 458  13.22  229  10.15  458  23.93
測定時点?下位尺度 8  60.10 22.42?? 4  50.15 19.04?? 8  18.14  6.78??
測定時点?下位尺度?群 24  3.85  1.44ns  12  3.39  1.29ns  24  3.64  1.36ns




の高反応を示したのはほとんどが 1週目ピーク群で、他には 2週目ピーク群が 4ケース、直前ピー
ク群と 3・4週目ピーク群がそれぞれ 1ケースあるのみである．また、第 2週（図 3の B）で 15点以
上の高ストレッサー╱ 34点以上の高反応を示したのは多くが 2週目ピーク群で、1週目ピーク群が
4ケース、3・4週目ピーク群が 2ケース、直前ピーク群が 1ケースのみである．しかし、3週目（図



























デル全体の R?は.649であり，実習 1週目や 2週目に比較して，直前の二次反応が情動反応に及ぼす
影響の水準が高まっている傾向がみられた．


























変 数 B  Std b  B  Std b  B  Std b
 
Intercept －6.516  4.212  0.685
 
Step1：ストレッサー ΔR?＝.263 ΔR?＝.194 ΔR?＝.167
基礎事態 －0.004  0.000 －0.950 －0.046 －0.065 －0.004
業務 2.661  0.252?? 1.501  0.139?? 0.797  0.093?
対教員 1.561  0.154?? 0.807  0.102? 0.009  0.003
対生徒 0.811  0.104? 0.056  0.008  0.373  0.065
対実習生 0.379  0.034  0.357  0.031  0.306  0.033
 
Step2：直前の 2次反応 ΔR?＝.239 ΔR?＝.395 ΔR?＝.481
引きこもり 0.080  0.015 －0.320 －0.057  0.871  0.189??
依存 0.357  0.099  0.332  0.097  0.101  0.036
対人不信 －0.097 －0.019  1.020  0.177?? 1.077  0.233??
思考力低下 0.650  0.158? 0.082  0.024 －0.044 －0.014
侵入的思考 0.616  0.155? 0.227  0.059  0.532  0.164?
自信喪失 0.687  0.172? 1.176  0.302?? 0.656  0.212??
無気力 0.161  0.039  0.825  0.179?? 0.098  0.024
絶望 －0.044 －0.009  0.165  0.032  0.258  0.057
全 体 R?＝.502  R?＝.589  R?＝.649
?p＜.05 ??p＜.01
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